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■複数サイトの個人情報を
一覧表示するサービス

IDやパスワードを必要とするサ

ービスは、銀行口座の利用や証券

取引から、航空会社のマイレージ

のような会員制サービスまで、多

種多様なものがある。しかし、イ

ンターネット上で、これらのサー

ビスを提供する各サイトにアクセ

スするたびに、IDやパスワードを

入力し、一つ一つ情報を閲覧して

いくのはなかなか面倒である。

エンドユーザーからみるアグリ

ゲーションサービスとは、このよ

うな不便を解消するもので、一度

のID・パスワードの入力で、口座

の利用状況やクレジットの利用明

細など、複数サイトの情報を入手

することができる。

エンドユーザーにとっては、い

くつものサイトのIDやパスワード

をいちいち入力する手間が省け、

また複数サイトの情報を１つの画

面上でまとめて見られることのメ

リットも大きい。

一方、アグリゲーションサービ

スを提供する企業からみると、エ

ンドユーザーが複数サイトにある

自分の個人情報にアクセスする窓

口を自社に開設することで、エン

ドユーザーがインターネットを通

じて訪問してくれる頻度が高まる

ことが期待できる。企業は、この

訪問機会をとらえて、個々人のニ

ーズに適合するマーケティングの

強化や、関連ビジネスの販売ある

いは提供拡大などの足がかりにす

ることができる。

アグリゲーションサービスは、

個人情報を１ヵ所に集中させるた

め、プライバシー保護とセキュリ

ティ確保のための厳しい仕組み、

規制が必要である。したがって、

アグリゲーションサービスを実現

するインフラは、このサービスを

マーケティング戦略に活用しよう

とする個別の企業とは異なる、中

立的な第三者機関（アグリゲーシ

ョンセンター）が管理・運営する

方が、エンドユーザーから理解を

得られやすい。

■先行する米国のアグリゲー
ションサービス

米国では、アグリゲーションサ

ービスがインターネット金融の基

本サービスとして認識されてお

り、大手金融機関の多くが導入し

始めている。これは、低コストな

取引チャネルであること、新サー

ビス提供のツールとして有効であ

ることなどに基づいている。

現在のところ、後述する口座ア

グリゲーションのような基本的な

機能だけが導入されているが、将

来的には、ファイナンシャルアド

バイザリー機能など、顧客特性に

応じたきめ細かなサービスも展開

できるものと期待されている。

一方、プライバシー保護とセキ

ュリティ確保に関しては、米国銀

行協会システム部会から「BITS

アグリゲーション自主ガイドライ
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生活基盤としてのアグリゲーションサービス
池口吉久

金融機関などのサービスを利用するためのID・パスワー

ドを一元管理し、インターネット上の複数のサイトにある

個人の口座情報、取引情報などを１つの画面上で一括して

閲覧できるようにするアグリゲーションサービスが、日本

でも注目され始めている。NRI野村総合研究所などによる

インフラ（アグリゲーションセンター）も整備されつつあ

る。将来的には、エンドユーザーはこのサービスを利用し

て、多種多様な生活情報を画面上で一覧し、それに基づい

てさまざまな生活行動を起こすようになろう。
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ン」が公開されている。

■アグリゲーションサービス
の仕組み

アグリゲーションサービスは、

図１に示すように、エンドユーザ

ー、アグリゲーションサービス提

供企業（金融機関など）、アグリ

ゲーションセンター、およびコン

テンツ提供企業から成り立ってお

り、この４者を結びつける仕組み

がインフラの基本となる。

それぞれの役割や作業の流れは

以下の通りである。

（１）エンドユーザー

エンドユーザーは、アグリゲー

ションサービスを提供する金融機

関などを窓口にして、アグリゲー

ションセンターにアクセスする。

アグリゲーションサービスに加入

後、初めて各サイトにアクセスす

るときはそれぞれのIDとパスワー

ドを入力する。しかし、一度これ

が済んでしまえば、あとはすべて

アグリゲーションサービス提供企

業から発行された１つの共通IDと

パスワードでアクセスできるよう

になる。

そして、例えば複数の口座の情

報を１つの画面で一括して見たり

することもできる。

（２）アグリゲーションサービス

提供企業

エンドユーザーにアグリゲーシ

ョンサービスを提供する。そのた

めには、アグリゲーションセンタ

ーの支援が必須である。アグリゲ

ーションサービス提供企業は、ア

グリゲーションセンターが集めて

きたコンテンツ提供企業にアグリ

ゲーションサービスへの参加を要

請し、その了解を得る必要があ

る。

アグリゲーションサービス提供

企業は、アグリゲーションサービ

スを提供することで、顧客の利便

性の向上という点で他社との差別

化を図ることができ、顧客の獲得

や囲い込みが期待できる。

（３）アグリゲーションセンター

アグリゲーションサービスのイ

ンフラを提供するのがアグリゲー

ションセンターである。具体的に

は、エンドユーザーのIDやパスワ

ードを管理すると同時に、エンド

ユーザーにアプリケーションソフ

トを提供し、エンドユーザーの意

思に基づいて各サイトから個人情

報を収集する。個人情報保護の観

点から、アグリゲーションセンタ
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ーは中立的で信頼度の高い組織で

なければならない。

NRIはNTTデータと共同で、こ

の６月からアグリゲーションサー

ビスのインフラを提供する事業を

試行的に展開している。カナダの

724ソリューションズ社と提携し、

同社の「ライブクリップス」など

のアグリゲーションソフトを導入

した。同社のソフトウェアは金融

機関に合わせた作り込みができ、

使いやすいうえに、幅広い機能を

持っているからである。

米国では、エンドユーザーの同

意があれば、コンテンツ提供企業

の了解なしに個人情報を勝手に取

得している。しかし日本では、了

解を得たうえで情報を取得するこ

とが望ましい。

（４）コンテンツ提供企業

アグリゲーションサービス提供

企業からの参加要請にこたえて、

自社の保有するユーザーの情報お

よびコンテンツをアグリゲーショ

ンセンターに提供する。

■アグリゲーションサービス
の内容

NRIとNTTデータが推進してい

るアグリゲーションサービスで

は、次の３つのサービスが提供さ

れる。

（１）口座アグリゲーション

アグリゲーションセンターは、

銀行、証券、カード会社などの

ID・パスワードを預かり管理す

る。エンドユーザーは、アグリゲ

ーションセンター提供のアプリケ

ーションソフトを利用して自分の

口座情報を収集し、フォーマット

変換されたデータを画面上で一覧

できる（図２）。

（２）コンテンツアグリゲーション

エンドユーザーが登録した各サ

イトのフレーム情報を取り込み、

当該エンドユーザー向けのカスタ

ムウェブ画面を作成して一覧表示

する（図３）。

（３）アラートメールサービス

上記のアグリゲーション機能に

も連動するサービスで、登録した

サイトにエンドユーザーが設定し

たイベント（例えば定時点・定時

刻の株価やニュースなど）が発生

した場合、当該エンドユーザーが

あらかじめ登録したメールアドレ

スなどに連絡する（図４）。

■インフラとしてのアグリゲー
ションサービスの重要性

アグリゲーションサービスによ

り、エンドユーザーが複数の金融

機関（銀行、証券、カード、生保、

損保など）の口座情報を横断的に

閲覧可能になったことのインパク

トは、金融機関にATM（現金自動

預け払い機）が導入されたときの

それと一部類似している。

すなわち、ATMの導入により、
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図2 口座アグリゲーション画面
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エンドユーザーの利便性が格段に

向上しただけでなく、金融機関に

とっても、取引の増加やATMを

活用した関連サービスの提供な

ど、新たな市場開拓の足がかりが

築けるようになった。同様に、ア

グリゲーションサービスも、今後

のサービス内容の拡大によって、

インターネットにおける次世代の

重要なサービス提供のためのイン

フラになるに違いない。

現状では単一パスワード機能、

複数サイトの一括閲覧機能に目が

向けられているアグリゲーション

サービスだが、システム統合時の

統合ツールや、イントラネットや

B to E（企業・従業員間）の統合

ツールとしての活用も視野に入っ

てこよう。将来的には、個人情報

を統合的・総合的に管理すること

も可能になるに違いない。

このように、エンドユーザーが

アグリゲーションサービスを通じ

て、口座情報を含む多様かつパー

ソナルな生活情報をインターネッ

トのブラウザー（検索・閲覧ソフ

ト）上で一覧し、その情報に基づ

いてさまざまな生活行動を起こす

ことを想定すると、アグリゲーシ

ョンサービスは、今後、個々人の

生活スタイルに影響を与える身近

な生活基盤として機能するものに

なろう。

アグリゲーションサービスは、

市場環境、規制環境、技術環境が

整って初めて実現することができ

る。そのためにも、アグリゲーシ

ョンサービスの仕組みをインフラ

として確固たるものにする活動を

進めていかねばならない。

『システム・マンスリー』

2001年７月号より転載

池口吉久（いけぐちよしひさ）

インターネット事業部主任コンサルタ

ント

図3 コンテンツアグリゲーション画面 図4 アラートメール画面
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